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（
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） V

gl., M
ayer,a.a.O

.
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nm
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（15

））,S.60.

（
18
） 

臼
井
滋
夫
は
、
一
九
四
五
年
春
、
海
軍
予
備
学
生
の
試
験
に
応
募
し
、
口
頭
試
問
の
際
、
試
験
官
の
海
軍
大
佐
に
、
当
時
読
み
終
え
た
ば
か
り

の
『
日
本
法
理
の
自
覚
的
展
開
』
の
論
旨
を
「
多
分
に
国
家
主
義
的
・
国
粋
主
義
的
に
修
正
し
つ
つ
か
い
つ
ま
ん
で
述
べ
た
と
こ
ろ
、『
ふ
ー
む
。

帝
大
法
科
に
も
な
か
な
か
立
派
な
教
授
が
お
る
の
う
。』
と
い
た
く
感
心
さ
れ
た
体
で
あ
っ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
（
平
野
・
前
掲
注（
３
）二
四
七

～
二
四
八
頁
参
照
）。「
多
分
に
国
家
主
義
的
・
国
粋
主
義
的
に
修
正
」
し
た
と
い
う
辺
り
を
読
む
と
、『
日
本
法
理
の
自
覚
的
展
開
』
で
述
べ
ら
れ

た
小
野
の
言
説
は
、
当
時
と
し
て
は
さ
ほ
ど
過
激
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
の
か
も
知
れ
な
い
と
思
え
る
。
も
と
よ
り
、
現
行
法
制
下
で
は

日
本
国
憲
法
に
適
合
し
た
法
理
が
主
張
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
19
） 

新
た
な
理
論
の
具
体
的
な
展
開
の
試
み
と
し
て
、
設
楽
裕
文
『
刑
法
の
目
的
と
解
釈
』（
八
千
代
出
版
、
二
〇
一
九
年
）
参
照
。

（
20
） 

小
野
は
、『
犯
罪
構
成
要
件
の
理
論
』（
前
掲
注（
１
））
の
「
あ
と
が
き
」（
四
八
七
頁
）
で
「
結
局
、
構
成
要
件
の
理
論
は
、
私
の
『
悲
し
き

玩
具
』
で
あ
っ
た
と
お
も
は
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
日
沖
憲
郎
は
、「
小
野
先
生
の
思
い
出
」
の
中
で
、
小
野
が
刑
法
改
正
を
「
あ
れ
は
私
の
悲

し
い
玩
具
で
す
よ
」
と
い
っ
た
旨
を
間
接
的
に
聞
い
た
と
き
の
こ
と
を
思
い
出
し
つ
つ
、
小
野
は
「
巧
み
な
諧
謔
に
託
し
て
悲
痛
な
吐
息
を
お
漏
ら

し
に
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
述
べ
て
い
る
（
平
野
・
前
掲
注（
３
）一
八
九
頁
参
照
）。
右
の
「
あ
と
が
き
」
か
ら
も
悲
痛
な
吐
息
が
聞
こ

え
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。

（
21
） 

小
野
・
前
掲
注（
７
）の
四
九
〇
頁
、
五
一
五
頁
か
ら
引
用
し
た
。

（
一
〇
一
〇
）

主
要
農
作
物
種
子
条
例
に
つ
い
て
（
髙
槗
）

九
五

主
要
農
作
物
種
子
条
例
に
つ
い
て

髙

　
　槗

　
　雅

　
　夫

一
　
は
じ
め
に

二
　
種
子
法
の
概
要

三
　
種
子
法
廃
止
の
経
緯

四
　
種
子
条
例

　
⑴
　
種
子
法
廃
止
後
の
都
道
府
県
の
役
割

　
⑵
　
種
子
条
例
に
基
づ
く
主
要
農
作
物
の
種
子
生
産
体
制

五
　
む
す
び
に
か
え
て

論

　説

（
一
〇
一
一
）
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九
六

一
　
は
じ
め
に

稲
、
大
麦
、
は
だ
か
麦
、
小
麦
及
び
大
豆
と
い
っ
た
穀
物
生
産
の
安
定
化
を
図
る
た
め
に
、
昭
和
二
七
年
に
制
定
さ
れ
た
主
要
農
作
物

種
子
法
（
以
下
、「
種
子
法
」
と
い
う
。）
が
、
平
成
三
〇
年
に
廃
止
さ
れ
た
。
廃
止
の
主
た
る
目
的
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
民
間
活
力
の

導
入
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
い
く
つ
か
の
県
に
お
い
て
、
種
子
法
に
代
わ
る
主
要
農
作
物
種
子
条
例
（
以
下
、「
種
子
条
例
」

と
い
う
。）
が
制
定
さ
れ
て
き
て
い
る
。

こ
の
種
子
法
廃
止
に
際
し
、
農
林
水
産
省
は
、「
主
要
農
作
物
種
子
法
の
廃
止
に
つ
い
て
〜
よ
く
あ
る
ご
質
問
〜
」
に
お
い
て
、「
各
地

で
種
子
条
例
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
種
子
法
を
廃
止
し
た
意
味
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
せ
ん
か
？
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、「
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
種
子
供
給
体
制
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
で
、
法
廃
止
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
稲
、
麦
類
及
び
大
豆
以
外
の
作
物
も
対
象
に
す
る
な
ど
、
都
道
府
県
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
状
況
に
応
じ
て
条
例
を
制
定
す

る
こ
と
は
、
地
域
に
と
っ
て
必
要
な
措
置
を
自
ら
判
断
し
て
講
じ
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
種
子
供
給
体
制
を
構
築
す
る
と
い
う
、
種
子
法
廃
止
の
考
え
方
に
沿
う
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
（
１
）

。」
と
の
回
答

を
行
っ
て
い
る
。

本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
種
子
条
例
制
定
の
状
況
を
踏
ま
え
、
種
子
法
に
規
定
さ
れ
て
い
た
公
的
種
子
事
業
の
あ
り
方
と
、
種
子
条
例
に

お
け
る
種
子
事
業
の
あ
り
方
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
種
子
条
例
の
構
造
が
、
農
林
水
産
省
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
種
子
法

廃
止
の
考
え
方
に
沿
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
種
子
法
に
お
け
る
種
子
事
業
の
概
要
を
考
察
し
た
上
で
、
種
子
法
が
廃
止
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
略
述
す
る
。
次
い
で
、
各

（
一
〇
一
二
）
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六

一
　
は
じ
め
に

稲
、
大
麦
、
は
だ
か
麦
、
小
麦
及
び
大
豆
と
い
っ
た
穀
物
生
産
の
安
定
化
を
図
る
た
め
に
、
昭
和
二
七
年
に
制
定
さ
れ
た
主
要
農
作
物

種
子
法
（
以
下
、「
種
子
法
」
と
い
う
。）
が
、
平
成
三
〇
年
に
廃
止
さ
れ
た
。
廃
止
の
主
た
る
目
的
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
民
間
活
力
の

導
入
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
い
く
つ
か
の
県
に
お
い
て
、
種
子
法
に
代
わ
る
主
要
農
作
物
種
子
条
例
（
以
下
、「
種
子
条
例
」

と
い
う
。）
が
制
定
さ
れ
て
き
て
い
る
。

こ
の
種
子
法
廃
止
に
際
し
、
農
林
水
産
省
は
、「
主
要
農
作
物
種
子
法
の
廃
止
に
つ
い
て
〜
よ
く
あ
る
ご
質
問
〜
」
に
お
い
て
、「
各
地

で
種
子
条
例
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
種
子
法
を
廃
止
し
た
意
味
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
せ
ん
か
？
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、「
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
種
子
供
給
体
制
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
で
、
法
廃
止
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
稲
、
麦
類
及
び
大
豆
以
外
の
作
物
も
対
象
に
す
る
な
ど
、
都
道
府
県
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
状
況
に
応
じ
て
条
例
を
制
定
す

る
こ
と
は
、
地
域
に
と
っ
て
必
要
な
措
置
を
自
ら
判
断
し
て
講
じ
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
種
子
供
給
体
制
を
構
築
す
る
と
い
う
、
種
子
法
廃
止
の
考
え
方
に
沿
う
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
（
１
）

。」
と
の
回
答

を
行
っ
て
い
る
。

本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
種
子
条
例
制
定
の
状
況
を
踏
ま
え
、
種
子
法
に
規
定
さ
れ
て
い
た
公
的
種
子
事
業
の
あ
り
方
と
、
種
子
条
例
に

お
け
る
種
子
事
業
の
あ
り
方
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
種
子
条
例
の
構
造
が
、
農
林
水
産
省
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
種
子
法

廃
止
の
考
え
方
に
沿
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
種
子
法
に
お
け
る
種
子
事
業
の
概
要
を
考
察
し
た
上
で
、
種
子
法
が
廃
止
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
略
述
す
る
。
次
い
で
、
各

（
一
〇
一
二
）

主
要
農
作
物
種
子
条
例
に
つ
い
て
（
髙
槗
）

九
七

地
で
制
定
さ
れ
て
い
る
種
子
条
例
に
基
づ
い
て
展
開
さ
れ
る
種
子
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
、
主
に
種
子
法
と
の
相
違
を
明
ら
か
に
し
、
種

子
法
廃
止
と
の
整
合
性
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

二
　
種
子
法
の
概
要

種
子
法
は
、
全
八
条
か
ら
成
る
。
ま
ず
、
種
子
法
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
稲
、
大
麦
、
は
だ
か
麦
、
小
麦
及
び
大
豆
と
い
っ
た
主

要
農
作
物
（
同
法
二
条
一
項
）
の
優
良
な
種
子
の
生
産
及
び
普
及
を
促
進
す
る
た
め
、 

種
子
の
生
産
に
つ
い
て
ほ
場
審
査
そ
の
他
の
措
置
を

行
う
こ
と
（
同
法
一
条
）
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
種
子
法
は
、
主
要
農
作
物
の
種
子
の
生
産
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
種
子
の
品
種

改
良
あ
る
い
は
種
子
の
販
売
・
流
通
に
関
し
て
は
、
そ
の
直
接
の
目
的
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
の
種
子
の
生
産
に
関
し
て
、
都
道
府
県
は
、
主
要
農
作
物
の
原
種
ほ
及
び
原
原
種
ほ
の
設
置
等
に
よ
り
、
指
定
種
子
生
産
ほ
場
に
お

い
て
主
要
農
作
物
の
優
良
な
種
子
の
生
産
を
行
う
た
め
に
必
要
な
主
要
農
作
物
の
原
種
及
び
当
該
原
種
の
生
産
を
行
う
た
め
に
必
要
な
主

要
農
作
物
の
原
原
種
の
確
保
が
図
ら
れ
る
よ
う
主
要
農
作
物
の
原
種
及
び
原
原
種
の
生
産
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
同
法
七
条
）
と

さ
れ
、
都
道
府
県
が
主
要
農
作
物
の
種
子
生
産
の
主
体
的
役
割
を
担
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
に
、
都
道
府
県
の
役
割
と
し
て
種
子
法
が
規
定
す
る
も
の
に
は
、
主
要
農
作
物
の
種
子
を
生
産
す
る
者
が
経
営
す
る
ほ
場
に
対

す
る
指
定
種
子
生
産
ほ
場
と
し
て
の
指
定
（
同
法
三
条
）、
指
定
種
子
生
産
ほ
場
の
経
営
者
（
指
定
種
子
生
産
者
）
に
対
す
る
ほ
場
審
査
（
種

子
生
産
ほ
場
に
お
い
て
栽
培
中
の
主
要
農
作
物
の
出
穂
、
穂
ぞ
ろ
い
、
成
熟
状
況
等
に
つ
い
て
審
査
す
る
こ
と
）・
生
産
物
審
査
（
種
子
生
産
ほ
場
に
お

い
て
生
産
さ
れ
た
主
要
農
作
物
の
種
子
の
発
芽
の
良
否
、
不
良
な
種
子
及
び
異
物
の
混
入
状
況
等
に
つ
い
て
審
査
す
る
こ
と
）（
同
法
四
条
）、
都
道
府

（
一
〇
一
三
）
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県
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
主
要
農
作
物
又
は
そ
の
種
子
に
関
す
る
ほ
場
審
査
証
明
書
又
は
生
産
物
審
査
証
明
書
の
交
付
（
同
法
五
条
）、

指
定
種
子
生
産
者
又
は
指
定
種
子
生
産
者
に
主
要
農
作
物
の
種
子
の
生
産
を
委
託
し
た
者
に
対
す
る
主
要
農
作
物
の
優
良
な
種
子
の
生
産

及
び
普
及
の
た
め
に
必
要
な
勧
告
・
助
言
・
指
導
（
同
法
六
条
）
が
あ
る
。

さ
ら
に
種
子
法
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
、
同
法
八
条
に
規
定
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
奨
励
品
種
制
度
が
あ
る
。
都

道
府
県
は
、
当
該
都
道
府
県
に
普
及
す
べ
き
主
要
農
作
物
の
優
良
な
品
種
を
決
定
す
る
た
め
必
要
な
試
験
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

さ
れ
る
（
２
）

。
た
し
か
に
、
種
子
法
自
体
は
、
あ
く
ま
で
主
要
農
作
物
の
種
子
の
生
産
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
奨
励
品
種
制
度
に

よ
っ
て
、
種
子
の
品
種
改
良
と
の
関
連
性
が
現
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
都
道
府
県
の
農
業
試
験
場
で
は
品
種
改
良
か
ら
奨
励
品

種
選
定
の
た
め
の
試
験
、
原
原
種
の
生
産
ま
で
一
貫
し
た
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
（
３
）

」
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
奨
励
品
種
と
さ
れ

た
品
種
は
、
栽
培
の
促
進
と
普
及
を
行
う
た
め
に
国
や
都
道
府
県
か
ら
様
々
な
優
遇
措
置
を
受
け
て
い
ま
す
。
コ
メ
（
稲
）
な
ど
の
場
合
、

政
府
が
コ
メ
を
買
い
取
る
価
格
に
つ
い
て
、
奨
励
品
種
は
奨
励
品
種
以
外
の
品
種
よ
り
も
高
く
設
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
農
協

（
Ｊ
Ａ
）
で
販
売
さ
れ
る
奨
励
品
種
も
、
他
の
品
種
よ
り
も
販
売
価
格
が
高
く
な
る
の
で
す
。

こ
の
結
果
、
農
業
従
事
者
に
奨
励
品
種
の
栽
培
を
促
す
効
果
が
生
じ
る
と
い
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
種
子
法
で
種
子
生
産
の
仕
組
み
が
基
礎
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
、
都
道
府
県
が
主
導
し
て
、
地
域
ご
と
の
安

全
な
種
子
の
生
産
・
流
通
・
管
理
を
独
占
的
に
担
っ
て
き
た
の
で
す
（
４
）

。」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

種
子
法
に
対
す
る
評
価
が
分
か
れ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
奨
励
品
種
制
度
の
位
置
づ
け
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
種
子
法
の
役
割

を
肯
定
的
に
捉
え
る
論
者
は
、「
こ
の
法
の
下
で
地
域
に
あ
っ
た
多
様
な
品
種
が
開
発
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
数
は
全
国
で
３
０
０
品
種
を

超
す
。
日
本
の
主
要
穀
物
の
種
子
が
国
内
で
完
全
自
給
さ
れ
、
戦
後
、
日
本
で
そ
れ
ら
の
種
子
が
不
足
す
る
自
体
が
生
じ
な
か
っ
た
こ
と

（
一
〇
一
四
）
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八
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五
巻
第
四
号
（
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〇
二
〇
年
三
月
）

九
八

県
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
主
要
農
作
物
又
は
そ
の
種
子
に
関
す
る
ほ
場
審
査
証
明
書
又
は
生
産
物
審
査
証
明
書
の
交
付
（
同
法
五
条
）、

指
定
種
子
生
産
者
又
は
指
定
種
子
生
産
者
に
主
要
農
作
物
の
種
子
の
生
産
を
委
託
し
た
者
に
対
す
る
主
要
農
作
物
の
優
良
な
種
子
の
生
産

及
び
普
及
の
た
め
に
必
要
な
勧
告
・
助
言
・
指
導
（
同
法
六
条
）
が
あ
る
。

さ
ら
に
種
子
法
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
、
同
法
八
条
に
規
定
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
奨
励
品
種
制
度
が
あ
る
。
都

道
府
県
は
、
当
該
都
道
府
県
に
普
及
す
べ
き
主
要
農
作
物
の
優
良
な
品
種
を
決
定
す
る
た
め
必
要
な
試
験
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

さ
れ
る
（
２
）

。
た
し
か
に
、
種
子
法
自
体
は
、
あ
く
ま
で
主
要
農
作
物
の
種
子
の
生
産
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
奨
励
品
種
制
度
に

よ
っ
て
、
種
子
の
品
種
改
良
と
の
関
連
性
が
現
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
都
道
府
県
の
農
業
試
験
場
で
は
品
種
改
良
か
ら
奨
励
品

種
選
定
の
た
め
の
試
験
、
原
原
種
の
生
産
ま
で
一
貫
し
た
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
（
３
）

」
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
奨
励
品
種
と
さ
れ

た
品
種
は
、
栽
培
の
促
進
と
普
及
を
行
う
た
め
に
国
や
都
道
府
県
か
ら
様
々
な
優
遇
措
置
を
受
け
て
い
ま
す
。
コ
メ
（
稲
）
な
ど
の
場
合
、

政
府
が
コ
メ
を
買
い
取
る
価
格
に
つ
い
て
、
奨
励
品
種
は
奨
励
品
種
以
外
の
品
種
よ
り
も
高
く
設
定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
農
協

（
Ｊ
Ａ
）
で
販
売
さ
れ
る
奨
励
品
種
も
、
他
の
品
種
よ
り
も
販
売
価
格
が
高
く
な
る
の
で
す
。

こ
の
結
果
、
農
業
従
事
者
に
奨
励
品
種
の
栽
培
を
促
す
効
果
が
生
じ
る
と
い
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
種
子
法
で
種
子
生
産
の
仕
組
み
が
基
礎
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
、
都
道
府
県
が
主
導
し
て
、
地
域
ご
と
の
安

全
な
種
子
の
生
産
・
流
通
・
管
理
を
独
占
的
に
担
っ
て
き
た
の
で
す
（
４
）

。」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

種
子
法
に
対
す
る
評
価
が
分
か
れ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
奨
励
品
種
制
度
の
位
置
づ
け
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
種
子
法
の
役
割

を
肯
定
的
に
捉
え
る
論
者
は
、「
こ
の
法
の
下
で
地
域
に
あ
っ
た
多
様
な
品
種
が
開
発
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
数
は
全
国
で
３
０
０
品
種
を

超
す
。
日
本
の
主
要
穀
物
の
種
子
が
国
内
で
完
全
自
給
さ
れ
、
戦
後
、
日
本
で
そ
れ
ら
の
種
子
が
不
足
す
る
自
体
が
生
じ
な
か
っ
た
こ
と

（
一
〇
一
四
）

主
要
農
作
物
種
子
条
例
に
つ
い
て
（
髙
槗
）

九
九

は
、
同
法
の
成
果
で
あ
る
（
５
）

。」
と
し
て
、
奨
励
品
種
制
度
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
地
域
ご
と
の
多
様
な
品
種
開
発
に
お
い
て
、
都
道
府
県

に
よ
る
公
的
種
子
事
業
の
役
割
が
大
き
い
と
す
る
。

一
方
、
種
子
法
の
役
割
を
否
定
的
に
捉
え
る
論
者
は
、「
主
要
農
作
物
種
子
法
は
、
言
っ
て
み
れ
ば
、
主
要
農
作
物
の
種
を
県
が
独
占

す
る
と
い
う
法
律
と
も
い
え
ま
す
。
事
実
、
現
在
、
日
本
に
出
回
っ
て
い
る
コ
メ
な
ど
の
種
は
、
県
の
農
業
試
験
場
で
開
発
さ
れ
た
種
ば

か
り
で
す
。
明
治
時
代
の
よ
う
な
民
間
の
育
種
に
よ
る
コ
メ
の
品
種
と
い
う
の
は
、
ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
く
な
り
ま
し
た
。
明
治
時
代
に

あ
っ
た
数
千
も
の
育
種
が
消
え
、
県
の
試
験
場
で
開
発
さ
れ
た
種
だ
け
に
な
っ
て
い
っ
た
原
因
の
ひ
と
つ
は
、
主
要
農
作
物
種
子
法
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。
…
…
主
要
農
作
物
種
子
法
は
、
県
に
育
種
を
強
制
す
る
と
同
時
に
、
こ
の
法
律
の
中
で
、
奨
励
品
種
制
度
と
い
う
制

度
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
県
は
地
元
の
農
業
試
験
場
で
開
発
し
た
コ
メ
の
品
種
を
奨
励
品
種
に
し
、
地
元
の
農
協
が
流
通
に
乗
せ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
多
く
の
農
家
は
奨
励
品
種
ば
か
り
を
作
付
し
、
つ
い
に
は
民
間
育
種
の
コ
メ
は
ほ
と
ん
ど
作
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り

は
、
主
要
農
作
物
種
子
法
に
よ
り
、
コ
メ
の
多
様
性
が
ど
ん
ど
ん
失
わ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
見
方
も
で
き
る
の
で
す
（
６
）

。」
と
す
る
。

次
に
述
べ
る
「
種
子
法
廃
止
の
経
緯
」
で
検
討
す
る
よ
う
に
、
こ
の
奨
励
品
種
制
度
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
都
道
府
県
に
よ
る
公
的
種

子
事
業
が
、
民
間
事
業
者
の
参
入
を
妨
げ
て
き
た
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
、
種
子
法
廃
止
の
理
由
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
　
種
子
法
廃
止
の
経
緯
（
７
）

種
子
法
廃
止
が
初
め
て
提
起
さ
れ
た
の
は
、
平
成
二
八
年
の
規
制
改
革
推
進
会
議
農
業
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
と
未
来
投
資
会
議
の

合
同
会
合
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
会
合
で
は
、「
生
産
資
材
価
格
形
成
の
仕
組
み
の
見
直
し
及
び
生
産
者
が
有
利
に
取
引
で
き
る
流

（
一
〇
一
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
〇
〇

通
・
加
工
の
業
界
構
造
の
確
立
に
係
る
取
組
に
つ
い
て
」
検
討
が
な
さ
れ
、
そ
こ
で
の
配
付
資
料
『
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
政
策
大
綱
に

基
づ
く
「
生
産
者
の
所
得
向
上
に
つ
な
が
る
生
産
資
材
価
格
形
成
の
仕
組
み
の
見
直
し
」
及
び
「
生
産
者
が
有
利
な
条
件
で
安
定
取
引
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
流
通
・
加
工
の
業
界
構
造
の
確
立
」
に
向
け
た
施
策
の
具
体
化
の
方
向
』（
以
下
、「
具
体
化
の
方
向
」
と
い
う
。）
の
中

で
言
及
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
施
策
具
体
化
の
基
本
的
な
方
向
」
に
お
い
て
、「
⑴
生
産
資
材
価
格
の
引
下
げ
　
関
連
産
業
の
合
理
化
・

効
率
化
等
を
進
め
、
資
材
価
格
の
引
下
げ
と
国
際
競
争
力
の
強
化
を
図
る
た
め
、
以
下
の
方
向
で
施
策
を
具
体
化
す
べ
き
で
あ
る
。」
と

し
て
列
挙
す
る
中
で
、「
⑩
戦
略
物
資
で
あ
る
種
子
・
種
苗
に
つ
い
て
は
、
国
は
、
国
家
戦
略
・
知
財
戦
略
と
し
て
、
民
間
活
力
を
最
大

限
に
活
用
し
た
開
発
・
供
給
体
制
を
構
築
す
る
。

そ
う
し
た
体
制
整
備
に
資
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
中
心
の
シ
ス
テ
ム
で
、
民
間
の
品
種
開
発
意
欲
を
阻
害
し
て
い
る
主
要
農
作
物

種
子
法
は
廃
止
す
る
（
８
）

。」
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

同
様
に
、
同
年
一
一
月
に
政
府
の
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
本
部
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
農
業
競
争
力
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お

い
て
も
、
種
子
法
の
廃
止
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。「
生
産
者
の
所
得
向
上
に
つ
な
が
る
生
産
資
材
価
格
形
成
の
仕
組
み
の
見
直
し
」
に
お

い
て
、「
⑴
生
産
資
材
価
格
の
引
下
げ
　
生
産
資
材
価
格
の
引
下
げ
と
農
業
及
び
生
産
資
材
関
連
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
を
図
る
た

め
、
以
下
の
と
お
り
取
り
組
む
。」
と
し
て
列
挙
す
る
中
で
、「
⑩
戦
略
物
資
で
あ
る
種
子
・
種
苗
に
つ
い
て
は
、
国
は
、
国
家
戦
略
・
知

財
戦
略
と
し
て
、
民
間
活
力
を
最
大
限
に
活
用
し
た
開
発
・
供
給
体
制
を
構
築
す
る
。

そ
う
し
た
体
制
整
備
に
資
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
中
心
の
シ
ス
テ
ム
で
、
民
間
の
品
種
開
発
意
欲
を
阻
害
し
て
い
る
主
要
農
作
物

種
子
法
を
廃
止
す
る
た
め
の
法
整
備
を
進
め
る
（
９
）

。」
と
さ
れ
、
前
記
「
具
体
化
の
方
向
」
と
ほ
ぼ
同
様
の
文
言
で
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い

る
。

（
一
〇
一
六
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
〇
〇

通
・
加
工
の
業
界
構
造
の
確
立
に
係
る
取
組
に
つ
い
て
」
検
討
が
な
さ
れ
、
そ
こ
で
の
配
付
資
料
『
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
政
策
大
綱
に

基
づ
く
「
生
産
者
の
所
得
向
上
に
つ
な
が
る
生
産
資
材
価
格
形
成
の
仕
組
み
の
見
直
し
」
及
び
「
生
産
者
が
有
利
な
条
件
で
安
定
取
引
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
流
通
・
加
工
の
業
界
構
造
の
確
立
」
に
向
け
た
施
策
の
具
体
化
の
方
向
』（
以
下
、「
具
体
化
の
方
向
」
と
い
う
。）
の
中

で
言
及
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
施
策
具
体
化
の
基
本
的
な
方
向
」
に
お
い
て
、「
⑴
生
産
資
材
価
格
の
引
下
げ
　
関
連
産
業
の
合
理
化
・

効
率
化
等
を
進
め
、
資
材
価
格
の
引
下
げ
と
国
際
競
争
力
の
強
化
を
図
る
た
め
、
以
下
の
方
向
で
施
策
を
具
体
化
す
べ
き
で
あ
る
。」
と

し
て
列
挙
す
る
中
で
、「
⑩
戦
略
物
資
で
あ
る
種
子
・
種
苗
に
つ
い
て
は
、
国
は
、
国
家
戦
略
・
知
財
戦
略
と
し
て
、
民
間
活
力
を
最
大

限
に
活
用
し
た
開
発
・
供
給
体
制
を
構
築
す
る
。

そ
う
し
た
体
制
整
備
に
資
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
中
心
の
シ
ス
テ
ム
で
、
民
間
の
品
種
開
発
意
欲
を
阻
害
し
て
い
る
主
要
農
作
物

種
子
法
は
廃
止
す
る
（
８
）

。」
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

同
様
に
、
同
年
一
一
月
に
政
府
の
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
本
部
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
農
業
競
争
力
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お

い
て
も
、
種
子
法
の
廃
止
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。「
生
産
者
の
所
得
向
上
に
つ
な
が
る
生
産
資
材
価
格
形
成
の
仕
組
み
の
見
直
し
」
に
お

い
て
、「
⑴
生
産
資
材
価
格
の
引
下
げ
　
生
産
資
材
価
格
の
引
下
げ
と
農
業
及
び
生
産
資
材
関
連
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
を
図
る
た

め
、
以
下
の
と
お
り
取
り
組
む
。」
と
し
て
列
挙
す
る
中
で
、「
⑩
戦
略
物
資
で
あ
る
種
子
・
種
苗
に
つ
い
て
は
、
国
は
、
国
家
戦
略
・
知

財
戦
略
と
し
て
、
民
間
活
力
を
最
大
限
に
活
用
し
た
開
発
・
供
給
体
制
を
構
築
す
る
。

そ
う
し
た
体
制
整
備
に
資
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
中
心
の
シ
ス
テ
ム
で
、
民
間
の
品
種
開
発
意
欲
を
阻
害
し
て
い
る
主
要
農
作
物

種
子
法
を
廃
止
す
る
た
め
の
法
整
備
を
進
め
る
（
９
）

。」
と
さ
れ
、
前
記
「
具
体
化
の
方
向
」
と
ほ
ぼ
同
様
の
文
言
で
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い

る
。

（
一
〇
一
六
）

主
要
農
作
物
種
子
条
例
に
つ
い
て
（
髙
槗
）

一
〇
一

い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
も
そ
も
種
子
法
廃
止
が
、「
生
産
資
材
価
格
の
引
下
げ
」
を
通
じ
て
「
生
産
者
の
所
得
向
上
」
を
図
る
た
め
の
措

置
で
あ
る
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

平
成
二
九
年
四
月
第
一
九
三
会
国
会
に
お
い
て
、「
主
要
農
作
物
種
子
法
を
廃
止
す
る
法
律
案
」
が
成
立
し
、
平
成
三
〇
年
四
月
一
日

に
施
行
さ
れ
た
。
種
子
法
廃
止
法
案
の
提
出
理
由
は
、「
最
近
に
お
け
る
農
業
を
め
ぐ
る
状
況
の
変
化
に
鑑
み
、
主
要
農
作
物
種
子
法
を

廃
止
す
る
必
要
が
あ
る
。」
と
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
何
ら
か
の
具
体
的
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
よ
り
具
体
的
な

説
明
に
つ
い
て
は
、
種
子
法
廃
止
法
案
の
背
景
と
し
て
、「
主
要
農
作
物
種
子
法
を
廃
止
す
る
法
律
案
の
概
要
」
に
お
い
て
、
次
の
記
載

が
な
さ
れ
て
い
る
。

・
種
子
生
産
者
の
技
術
水
準
の
向
上
等
に
よ
り
、
種
子
の
品
質
は
安
定

・
農
業
の
戦
略
物
資
で
あ
る
種
子
に
つ
い
て
は
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
も
活
用
し
て
、
品
種
開
発
を
強

力
に
進
め
る
必
要
。
し
か
し
な
が
ら
、
都
道
府
県
と
民
間
企
業
の
競
争
条
件
は
対
等
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
公
的
機
関
の
開
発
品
種
が

大
宗
を
占
め
て
い
る
。

・
都
道
府
県
に
よ
る
種
子
開
発
・
供
給
体
制
を
生
か
し
つ
つ
、
民
間
企
業
と
の
連
携
に
よ
り
種
子
を
開
発
・
供
給
す
る
こ
と
が
必
要

（
民
間
企
業
が
開
発
し
た
稲
の
品
種
で
、
主
要
農
作
物
種
子
法
に
基
づ
く
奨
励
品
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
品
種
は
な
い
状
況
（
10
））

ま
た
、
種
子
法
廃
止
法
案
が
議
題
と
さ
れ
て
い
た
第
一
九
三
回
国
会
衆
議
院
農
林
水
産
委
員
会
に
お
い
て
、
山
本
有
二
農
林
水
産
大
臣

は
、「
近
年
、
種
子
生
産
者
の
技
術
水
準
の
向
上
等
に
よ
り
ま
し
て
、
種
子
の
品
質
が
安
定
し
て
き
て
い
る
状
況
の
中
で
、
都
道
府
県
に

（
一
〇
一
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
〇
二

一
律
に
原
種
、
原
原
種
の
生
産
や
品
種
の
試
験
を
義
務
づ
け
る
制
度
の
必
要
性
が
低
下
し
て
い
る
状
況
に
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
良
質
か
つ
低
廉
な
農
業
資
材
の
供
給
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
民
間
事
業
者
が
行
う
種
子
の
生
産
や
供
給
を
促
進
す
る

観
点
も
踏
ま
え
、
主
要
農
作
物
種
子
法
を
廃
止
す
る
こ
と
と
し
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
し
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
（
11
）

。」
と
の
種
子
法
廃
止

理
由
の
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
同
委
員
会
に
お
い
て
、
農
林
水
産
省
政
策
統
括
官
は
、「
主
要
農
作
物
種
子
法
第
八
条
に
お
き
ま
し
て
は
、
都
道
府
県
に
対

し
ま
し
て
、
当
該
都
道
府
県
に
普
及
す
べ
き
主
要
農
作
物
の
優
良
な
品
種
を
指
定
す
る
た
め
に
必
要
な
試
験
を
義
務
づ
け
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
試
験
を
行
っ
て
、
普
及
す
べ
き
優
良
な
品
種
、
い
わ
ゆ
る
奨
励
品
種
に
指
定
さ
れ
れ
ば
、
都
道
府
県
が
そ
の
種
子
の
増
産
や
審
査

に
公
費
を
投
入
し
や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
、
都
道
府
県
が
開
発
し
た
品
種
が
優
先
的
に
奨

励
品
種
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
例
え
ば
稲
で
見
て
み
た
場
合
に
、
民
間
企
業
が
開
発
し
た
品
種
で
奨
励
品
種
に
指

定
さ
れ
た
も
の
は
今
ま
で
な
い
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
自
体
、
今
御
指
摘
の
、
民
間
企
業
と
そ
れ
以
外
が
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ

ン
グ
に
な
っ
て
い
な
い
証
左
だ
と
い
う
ふ
う
に
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
法
律
に
基
づ
き
ま
し
て
国
が
都
道
府
県
に
奨
励
す
べ
き
品
種
を
決
定
さ
せ
る
、
こ
う
い
う
現
行
の
枠
組
み
を
前
提
と
す

る
限
り
、
民
間
企
業
の
参
入
に
つ
な
が
ら
ず
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
種
子
生
産
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と

い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
（
12
）

。」
と
の
答
弁
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
二
九
年
農
水
事
務
次
官
通
知
「
稲
、
麦
類
及
び
大
豆
の
種
子
に
つ
い
て
（
通
知
）」（
二
九
政
統
第
一
二
三
八
号
）
で
も
、
種
苗
法
と

の
関
連
で
種
子
法
の
意
義
が
変
質
し
た
と
の
指
摘
を
し
た
上
で
、
種
子
法
が
、「
①
各
都
道
府
県
と
も
家
庭
用
需
要
を
指
向
し
た
画
一
的

（
一
〇
一
八
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
〇
二

一
律
に
原
種
、
原
原
種
の
生
産
や
品
種
の
試
験
を
義
務
づ
け
る
制
度
の
必
要
性
が
低
下
し
て
い
る
状
況
に
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
良
質
か
つ
低
廉
な
農
業
資
材
の
供
給
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
民
間
事
業
者
が
行
う
種
子
の
生
産
や
供
給
を
促
進
す
る

観
点
も
踏
ま
え
、
主
要
農
作
物
種
子
法
を
廃
止
す
る
こ
と
と
し
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
し
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
（
11
）

。」
と
の
種
子
法
廃
止

理
由
の
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
同
委
員
会
に
お
い
て
、
農
林
水
産
省
政
策
統
括
官
は
、「
主
要
農
作
物
種
子
法
第
八
条
に
お
き
ま
し
て
は
、
都
道
府
県
に
対

し
ま
し
て
、
当
該
都
道
府
県
に
普
及
す
べ
き
主
要
農
作
物
の
優
良
な
品
種
を
指
定
す
る
た
め
に
必
要
な
試
験
を
義
務
づ
け
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
試
験
を
行
っ
て
、
普
及
す
べ
き
優
良
な
品
種
、
い
わ
ゆ
る
奨
励
品
種
に
指
定
さ
れ
れ
ば
、
都
道
府
県
が
そ
の
種
子
の
増
産
や
審
査

に
公
費
を
投
入
し
や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
、
都
道
府
県
が
開
発
し
た
品
種
が
優
先
的
に
奨

励
品
種
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
例
え
ば
稲
で
見
て
み
た
場
合
に
、
民
間
企
業
が
開
発
し
た
品
種
で
奨
励
品
種
に
指

定
さ
れ
た
も
の
は
今
ま
で
な
い
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
自
体
、
今
御
指
摘
の
、
民
間
企
業
と
そ
れ
以
外
が
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ

ン
グ
に
な
っ
て
い
な
い
証
左
だ
と
い
う
ふ
う
に
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
法
律
に
基
づ
き
ま
し
て
国
が
都
道
府
県
に
奨
励
す
べ
き
品
種
を
決
定
さ
せ
る
、
こ
う
い
う
現
行
の
枠
組
み
を
前
提
と
す

る
限
り
、
民
間
企
業
の
参
入
に
つ
な
が
ら
ず
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
種
子
生
産
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と

い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
（
12
）

。」
と
の
答
弁
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
二
九
年
農
水
事
務
次
官
通
知
「
稲
、
麦
類
及
び
大
豆
の
種
子
に
つ
い
て
（
通
知
）」（
二
九
政
統
第
一
二
三
八
号
）
で
も
、
種
苗
法
と

の
関
連
で
種
子
法
の
意
義
が
変
質
し
た
と
の
指
摘
を
し
た
上
で
、
種
子
法
が
、「
①
各
都
道
府
県
と
も
家
庭
用
需
要
を
指
向
し
た
画
一
的

（
一
〇
一
八
）

主
要
農
作
物
種
子
条
例
に
つ
い
て
（
髙
槗
）

一
〇
三

な
品
種
開
発
を
目
指
し
、
②
外
食
・
中
食
産
業
用
や
輸
出
用
な
ど
の
多
様
な
需
要
に
対
応
す
る
品
種
や
生
産
コ
ス
ト
を
下
げ
る
品
種
の
開

発
に
は
ほ
と
ん
ど
取
り
組
ま
れ
て
い
な
い
、
③
都
道
府
県
の
開
発
品
種
が
奨
励
品
種
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
、
民
間
事
業
者
が
開
発
し
た
品

種
に
つ
い
て
は
採
用
さ
れ
に
く
い
、
④
し
た
が
っ
て
、
民
間
事
業
者
は
稲
等
の
品
種
開
発
の
意
欲
が
湧
か
な
い
と
い
う
状
況
が
続
い
て
お

り
、
こ
れ
で
は
我
が
国
農
業
の
国
際
競
争
力
の
強
化
に
向
け
て
官
民
の
総
力
を
挙
げ
た
種
子
の
開
発
・
供
給
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
い
う
判
断
に
至
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
13
）

。」
と
廃
止
の
理
由
を
述
べ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
説
明
に
お
い
て
は
、
農
業
競
争
力
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
現
れ
て
い
た
、
生
産
資
材
価
格
の
引
下
げ
を
通
じ

て
の
生
産
者
の
所
得
向
上
と
い
っ
た
観
点
は
抜
け
落
ち
、
何
ら
言
及
が
な
さ
れ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
に
よ
り
一
層
、
民
間
企
業
と
の
連
携

強
化
を
強
く
打
ち
出
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
感
は
ぬ
ぐ
い
き
れ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
民
間
企
業
と
の
連
携
強
化
と
い
う
観
点
は
、
種
子
法
廃
止
と
と
も
に
成
立
し
た
農
業
競
争
力
強
化
支
援
法
に
お
い
て
、
よ
り
明
瞭

に
現
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
農
業
競
争
力
強
化
支
援
法
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、「
我
が
国
の
農
業
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
的
に
発
展

し
て
い
く
た
め
に
は
、
経
済
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て
そ
の
構
造
改
革
を
推
進
す
る
こ
と
と
併
せ
て
、
良
質
か
つ
低
廉
な
農
業
資
材

の
供
給
及
び
農
産
物
流
通
等
の
合
理
化
の
実
現
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
こ
れ
ら
に
関
し
、
国
の
責
務
及
び
国
が
講
ず

べ
き
施
策
等
を
定
め
、
当
該
施
策
の
一
環
と
し
て
事
業
再
編
又
は
事
業
参
入
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
等
に
よ
り
、
農
業

者
に
よ
る
農
業
の
競
争
力
の
強
化
の
取
組
を
支
援
し
、
も
っ
て
農
業
及
び
農
業
生
産
関
連
事
業
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
」（
同

法
一
条
）
で
あ
り
、
こ
の
目
的
規
定
に
対
し
て
は
、「
一
連
の
農
業
構
造
改
革
（
農
地
の
集
約
化
、
農
業
経
営
規
模
の
拡
大
）
を
目
指
す
立
法

者
の
決
意
が
表
明
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
農
業
構
造
改
革
や
競
争
促
進
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
わ
ゆ
る
「
強
い
農
業
」
な
い
し
「
国

際
競
争
に
打
ち
勝
つ
農
業
」
が
実
現
す
る
と
の
立
法
者
の
市
場
経
済
に
立
脚
し
た
産
業
観
が
垣
間
見
え
る
（
14
）

。」
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い

（
一
〇
一
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
〇
四

る
。
そ
し
て
、
同
法
八
条
四
号
が
、「
国
が
講
ず
べ
き
施
策
」
の
う
ち
、「
良
質
か
つ
低
廉
な
農
業
資
材
の
供
給
を
実
現
す
る
た
め
の
施

策
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

第
八
条
　
国
は
、
良
質
か
つ
低
廉
な
農
業
資
材
の
供
給
を
実
現
す
る
上
で
必
要
な
事
業
環
境
の
整
備
　
の
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置

そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

一
〜
三
　（
略
）

四
　
種
子
そ
の
他
の
種
苗
に
つ
い
て
、
民
間
事
業
者
が
行
う
技
術
開
発
及
び
新
品
種
の
育
成
そ
の
他
の
種
苗
の
生
産
及
び
供
給
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
独
立
行
政
法
人
の
試
験
研
究
機
関
及
び
都
道
府
県
が
有
す
る
種
苗
の
生
産
に
関
す
る
知
見
の
民
間
事
業
者
へ

の
提
供
を
促
進
す
る
こ
と
。

同
法
に
い
う
「
民
間
事
業
者
」
と
は
、
モ
ン
サ
ン
ト
を
買
収
し
た
バ
イ
エ
ル
や
住
友
化
学
等
の
バ
イ
オ
企
業
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
い
っ
た
民
間
事
業
者
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
都
道
府
県
に
よ
る
公
的
種
子
事
業
で
蓄
積
さ
れ
た
知
見
を
積
極
的
に
提
供
す
る
こ
と
を
、

同
法
は
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

種
子
法
に
対
し
て
批
判
的
な
意
見
を
持
つ
場
合
で
も
、
種
子
が
大
手
種
子
企
業
の
手
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
懸
念
を
い
だ
く
見
解
も
見

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
15
）

。

（
一
〇
二
〇
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
〇
四

る
。
そ
し
て
、
同
法
八
条
四
号
が
、「
国
が
講
ず
べ
き
施
策
」
の
う
ち
、「
良
質
か
つ
低
廉
な
農
業
資
材
の
供
給
を
実
現
す
る
た
め
の
施

策
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

第
八
条
　
国
は
、
良
質
か
つ
低
廉
な
農
業
資
材
の
供
給
を
実
現
す
る
上
で
必
要
な
事
業
環
境
の
整
備
　
の
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置

そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

一
〜
三
　（
略
）

四
　
種
子
そ
の
他
の
種
苗
に
つ
い
て
、
民
間
事
業
者
が
行
う
技
術
開
発
及
び
新
品
種
の
育
成
そ
の
他
の
種
苗
の
生
産
及
び
供
給
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
独
立
行
政
法
人
の
試
験
研
究
機
関
及
び
都
道
府
県
が
有
す
る
種
苗
の
生
産
に
関
す
る
知
見
の
民
間
事
業
者
へ

の
提
供
を
促
進
す
る
こ
と
。

同
法
に
い
う
「
民
間
事
業
者
」
と
は
、
モ
ン
サ
ン
ト
を
買
収
し
た
バ
イ
エ
ル
や
住
友
化
学
等
の
バ
イ
オ
企
業
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
い
っ
た
民
間
事
業
者
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
都
道
府
県
に
よ
る
公
的
種
子
事
業
で
蓄
積
さ
れ
た
知
見
を
積
極
的
に
提
供
す
る
こ
と
を
、

同
法
は
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

種
子
法
に
対
し
て
批
判
的
な
意
見
を
持
つ
場
合
で
も
、
種
子
が
大
手
種
子
企
業
の
手
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
懸
念
を
い
だ
く
見
解
も
見

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
15
）

。

（
一
〇
二
〇
）

主
要
農
作
物
種
子
条
例
に
つ
い
て
（
髙
槗
）

一
〇
五

四
　
種
子
条
例
の
概
要

⑴

　種
子
法
廃
止
後
の
都
道
府
県
の
役
割

種
子
法
は
廃
止
さ
れ
た
が
、
公
的
種
子
事
業
に
お
け
る
都
道
府
県
の
役
割
ま
で
も
終
わ
り
を
迎
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
種
子
法
廃
止
法

案
が
成
立
し
た
第
一
九
三
回
国
会
の
参
議
院
農
林
水
産
委
員
会
で
は
、
次
の
よ
う
な
附
帯
決
議
が
な
さ
れ
、
都
道
府
県
の
役
割
に
つ
い
て

も
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。

一
　
将
来
に
わ
た
っ
て
主
要
農
作
物
の
優
良
な
品
質
の
種
子
の
流
通
を
確
保
す
る
た
め
、
種
苗
法
に
基
づ
き
、
主
要
農
作
物
の
種
子

の
生
産
等
に
つ
い
て
適
切
な
基
準
を
定
め
、
運
用
す
る
こ
と
。

二
　
主
要
農
作
物
種
子
法
の
廃
止
に
伴
っ
て
都
道
府
県
の
取
組
が
後
退
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
都
道
府
県
が
こ
れ
ま
で
の
体
制
を

生
か
し
て
主
要
農
作
物
の
種
子
の
生
産
及
び
普
及
に
取
り
組
む
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
財
政
需
要
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
地
方
交

付
税
措
置
を
確
保
し
、
都
道
府
県
の
財
政
部
局
も
含
め
た
周
知
を
徹
底
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

三
　
主
要
農
作
物
の
種
子
に
つ
い
て
、
民
間
事
業
者
が
参
入
し
や
す
い
環
境
が
整
備
さ
れ
る
よ
う
、
民
間
事
業
者
と
都
道
府
県
等
と

の
連
携
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
主
要
農
作
物
種
子
が
、
引
き
続
き
国
外
に
流
出
す
る
こ
と
な
く
適
正
な
価
格
で
国
内
で
生
産
さ

れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

四
　
消
費
者
の
多
様
な
嗜
好
性
、
生
産
地
の
生
産
環
境
に
対
応
し
た
多
様
な
種
子
の
生
産
を
確
保
す
る
こ
と
。
特
に
、
長
期
的
な
観

点
か
ら
、
消
費
者
の
利
益
、
生
産
者
の
持
続
可
能
な
経
営
を
維
持
す
る
た
め
、
特
定
の
事
業
者
に
よ
る
種
子
の
独
占
に
よ
っ
て
弊

（
一
〇
二
一
）
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一
〇
六

害
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

都
道
府
県
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
附
帯
決
議
の
二
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
こ
れ
ま
で
の
体
制
を
生
か
し
て
主
要
農
作

物
の
種
子
の
生
産
及
び
普
及
に
取
り
組
む
」
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
そ
の
取
組
に
対
し
て
は
、
地
方
交
付
税
措
置
を
確
保
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
種
子
法
廃
止
後
に
お
い
て
も
、
都
道
府
県
の
主
要
農
作
物
の
種
子
に
対
す
る
体
制
は
、
大
き
な
変
更
が
な
さ
れ
な
い
よ
う

に
も
見
え
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
附
帯
決
議
の
三
に
あ
る
よ
う
に
、「
主
要
農
作
物
の
種
子
に
つ
い
て
、
民
間
事
業
者
が
参
入
し
や

す
い
環
境
が
整
備
さ
れ
る
よ
う
、
民
間
事
業
者
と
都
道
府
県
等
と
の
連
携
を
推
進
す
る
」
こ
と
と
さ
れ
る
。
こ
の
民
間
事
業
者
と
の
連
携

推
進
を
、
各
都
道
府
県
が
い
か
に
具
体
的
な
も
の
と
し
て
い
く
か
に
よ
っ
て
、
種
子
条
例
の
あ
り
方
も
変
わ
っ
て
こ
ざ
る
を
得
な
い
も
の

と
思
わ
れ
る
。

都
道
府
県
の
役
割
に
対
す
る
直
接
の
言
及
で
は
な
い
も
の
の
、
こ
の
附
帯
決
議
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
点
と
し
て
次
の
四
点
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
①
今
後
の
主
要
農
作
物
の
種
子
の
生
産
等
に
つ
い
て
は
、「
種
苗
法
」
に
基
づ
い
て
運
用
さ
れ
る
こ
と
、
②
主
要
農

作
物
種
子
が
、
引
き
続
き
国
外
に
流
出
す
る
こ
と
な
く
適
正
な
価
格
で
国
内
で
生
産
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
、
③
消
費
者
の
多
様
な
嗜

好
性
、
生
産
地
の
生
産
環
境
に
対
応
し
た
多
様
な
種
子
の
生
産
を
確
保
す
る
こ
と
、
及
び
④
長
期
的
な
観
点
か
ら
、
消
費
者
の
利
益
、
生

産
者
の
持
続
可
能
な
経
営
を
維
持
す
る
た
め
、
特
定
の
事
業
者
に
よ
る
種
子
の
独
占
に
よ
っ
て
弊
害
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
る

こ
と
、
で
あ
る
。

①
の
観
点
か
ら
は
、
種
苗
法
が
知
的
財
産
保
護
を
主
た
る
目
的
と
す
る
こ
と
か
ら
、
主
要
農
作
物
の
種
子
に
関
し
て
都
道
府
県
に
知
的

財
産
保
護
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
②
、
④
の
観
点
は
、
恐
ら
く
、
海
外
の
大
手
バ
イ
オ

（
一
〇
二
二
）
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害
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

都
道
府
県
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
附
帯
決
議
の
二
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
こ
れ
ま
で
の
体
制
を
生
か
し
て
主
要
農
作

物
の
種
子
の
生
産
及
び
普
及
に
取
り
組
む
」
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
そ
の
取
組
に
対
し
て
は
、
地
方
交
付
税
措
置
を
確
保
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
種
子
法
廃
止
後
に
お
い
て
も
、
都
道
府
県
の
主
要
農
作
物
の
種
子
に
対
す
る
体
制
は
、
大
き
な
変
更
が
な
さ
れ
な
い
よ
う

に
も
見
え
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
附
帯
決
議
の
三
に
あ
る
よ
う
に
、「
主
要
農
作
物
の
種
子
に
つ
い
て
、
民
間
事
業
者
が
参
入
し
や

す
い
環
境
が
整
備
さ
れ
る
よ
う
、
民
間
事
業
者
と
都
道
府
県
等
と
の
連
携
を
推
進
す
る
」
こ
と
と
さ
れ
る
。
こ
の
民
間
事
業
者
と
の
連
携

推
進
を
、
各
都
道
府
県
が
い
か
に
具
体
的
な
も
の
と
し
て
い
く
か
に
よ
っ
て
、
種
子
条
例
の
あ
り
方
も
変
わ
っ
て
こ
ざ
る
を
得
な
い
も
の

と
思
わ
れ
る
。

都
道
府
県
の
役
割
に
対
す
る
直
接
の
言
及
で
は
な
い
も
の
の
、
こ
の
附
帯
決
議
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
点
と
し
て
次
の
四
点
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
①
今
後
の
主
要
農
作
物
の
種
子
の
生
産
等
に
つ
い
て
は
、「
種
苗
法
」
に
基
づ
い
て
運
用
さ
れ
る
こ
と
、
②
主
要
農

作
物
種
子
が
、
引
き
続
き
国
外
に
流
出
す
る
こ
と
な
く
適
正
な
価
格
で
国
内
で
生
産
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
、
③
消
費
者
の
多
様
な
嗜

好
性
、
生
産
地
の
生
産
環
境
に
対
応
し
た
多
様
な
種
子
の
生
産
を
確
保
す
る
こ
と
、
及
び
④
長
期
的
な
観
点
か
ら
、
消
費
者
の
利
益
、
生

産
者
の
持
続
可
能
な
経
営
を
維
持
す
る
た
め
、
特
定
の
事
業
者
に
よ
る
種
子
の
独
占
に
よ
っ
て
弊
害
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
る

こ
と
、
で
あ
る
。

①
の
観
点
か
ら
は
、
種
苗
法
が
知
的
財
産
保
護
を
主
た
る
目
的
と
す
る
こ
と
か
ら
、
主
要
農
作
物
の
種
子
に
関
し
て
都
道
府
県
に
知
的

財
産
保
護
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
②
、
④
の
観
点
は
、
恐
ら
く
、
海
外
の
大
手
バ
イ
オ

（
一
〇
二
二
）

主
要
農
作
物
種
子
条
例
に
つ
い
て
（
髙
槗
）

一
〇
七

企
業
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
（
16
）

、
①
の
観
点
へ
の
対
応
と
相
ま
っ
て
、
国
の
み
な
ら
ず
都
道
府
県
の
公
的
種
子
事
業
の
位
置
づ

け
を
再
構
築
す
べ
き
こ
と
も
将
来
的
に
は
求
め
ら
れ
る
。
最
後
に
、
③
の
観
点
は
、
直
接
的
に
は
、
種
子
の
多
様
性
を
求
め
て
い
る
も
の

で
あ
る
が
、
広
く
生
物
多
様
性
の
観
点
か
ら
の
取
り
組
み
の
必
要
性
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

附
帯
決
議
の
ほ
か
に
、
前
述
の
平
成
二
九
年
農
水
事
務
次
官
通
知
（
17
）

に
お
い
て
も
、
種
子
法
廃
止
後
の
都
道
府
県
の
役
割
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

３
　
種
子
法
廃
止
後
の
都
道
府
県
の
役
割

⑴
　
都
道
府
県
に
一
律
の
制
度
を
義
務
付
け
て
い
た
種
子
法
及
び
関
連
通
知
は
廃
止
す
る
も
の
の
、
都
道
府
県
が
、
こ
れ
ま
で
実
施

し
て
き
た
稲
、
麦
類
及
び
大
豆
の
種
子
に
関
す
る
業
務
の
す
べ
て
を
、
直
ち
に
取
り
や
め
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

農
業
競
争
力
強
化
支
援
法
第
８
条
第
４
号
に
お
い
て
は
、
国
の
講
ず
べ
き
施
策
と
し
て
、
都
道
府
県
が
有
す
る
種
苗
の
生
産
に
関

す
る
知
見
の
民
間
事
業
者
へ
の
提
供
を
促
進
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
都
道
府
県
は
、
官
民
の
総
力
を
挙
げ
た
種
子
の
供
給
体
制

の
構
築
の
た
め
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
稲
、
麦
類
及
び
大
豆
の
種
子
生
産
へ
の
参
入
が
進
む
ま
で
の
間
、
種
子
の
増
殖
に
必
要
な
栽

培
技
術
等
の
種
子
の
生
産
に
係
る
知
見
を
維
持
し
、
そ
れ
を
民
間
事
業
者
に
対
し
て
提
供
す
る
役
割
を
担
う
と
い
う
前
提
も
踏
ま
え

つ
つ
、
都
道
府
県
内
に
お
け
る
稲
、
麦
類
及
び
大
豆
の
種
子
の
生
産
や
供
給
の
状
況
を
的
確
に
把
握
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
道
府
県
の

実
態
を
踏
ま
え
て
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

⑵
　
都
道
府
県
が
、
稲
、
麦
類
及
び
大
豆
の
種
子
の
生
産
や
供
給
に
係
る
業
務
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

①
　
米
等
の
生
産
・
販
売
を
戦
略
的
に
行
っ
て
い
る
農
業
者
や
農
業
者
団
体
等
と
の
意
見
交
換
等
に
よ
り
、
種
子
・
種
苗
行
政
に
関

（
一
〇
二
三
）
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一
〇
八

す
る
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と

②
　
都
道
府
県
内
の
農
業
者
が
必
要
と
す
る
種
子
の
調
達
状
況
の
調
査
を
行
う
こ
と

③
　
以
上
を
踏
ま
え
て
稲
、
麦
類
及
び
大
豆
の
種
子
の
供
給
に
当
た
っ
て
都
道
府
県
の
措
置
す
べ
き
こ
と
を
整
理
す
る
こ
と

を
大
前
提
と
し
て
、
従
来
実
施
し
て
き
た
業
務
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
従
来
の
通
知
を
参
考
と
さ
れ
た
い
。

そ
の
際
、
種
子
法
の
廃
止
を
踏
ま
え
、
民
間
事
業
者
の
育
成
品
種
に
つ
い
て
も
適
正
に
取
り
扱
う
こ
と
や
、
種
子
生
産
に
お
け
る

民
間
事
業
者
と
の
連
携
を
十
分
に
考
慮
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
。

⑶
　
こ
の
よ
う
な
取
組
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
必
要
な
場
合
に
は
、
都
道
府
県
段
階
に
お
け
る
稲
、
麦
類
及
び
大
豆
の
種
子
の
安
定

的
な
供
給
や
民
間
事
業
者
の
参
入
の
促
進
を
行
う
た
め
の
協
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
情
報
の
共
有
、
課
題
の
解
決
策
の

検
討
を
行
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
都
道
府
県
域
を
越
え
た
横
断
的
な
課
題
に
つ
い
て
は
、
国
が
調
整
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

こ
の
平
成
二
九
年
農
水
事
務
次
官
通
知
で
は
、
農
業
競
争
力
強
化
支
援
法
に
お
け
る
民
間
事
業
者
と
の
連
携
と
い
う
側
面
が
強
調
さ
れ

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
民
間
事
業
者
に
よ
る
稲
、
麦
類
及
び
大
豆
の
種
子
生
産
へ
の
参
入
が
進
む
ま
で
の
間
」、
都
道
府

県
は
、
官
民
の
総
力
を
挙
げ
た
種
子
の
供
給
体
制
の
構
築
の
た
め
、
種
子
の
増
殖
に
必
要
な
栽
培
技
術
等
の
種
子
の
生
産
に
係
る
知
見
を

維
持
し
、
そ
れ
を
民
間
事
業
者
に
対
し
て
提
供
す
る
役
割
を
担
う
と
さ
れ
、
民
間
事
業
者
の
育
成
品
種
に
つ
い
て
も
適
正
に
取
り
扱
う
こ

と
や
、
種
子
生
産
に
お
け
る
民
間
事
業
者
と
の
連
携
を
十
分
に
考
慮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
参
議
院
の
附
帯
決
議
と
は
異
な
り
、

都
道
府
県
の
役
割
は
、
都
道
府
県
に
よ
る
公
的
種
子
事
業
か
ら
民
間
事
業
者
に
よ
る
種
子
事
業
へ
の
移
行
の
、
い
わ
ば
「
つ
な
ぎ
」
の
役

（
一
〇
二
四
）
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一
〇
八

す
る
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と

②
　
都
道
府
県
内
の
農
業
者
が
必
要
と
す
る
種
子
の
調
達
状
況
の
調
査
を
行
う
こ
と

③
　
以
上
を
踏
ま
え
て
稲
、
麦
類
及
び
大
豆
の
種
子
の
供
給
に
当
た
っ
て
都
道
府
県
の
措
置
す
べ
き
こ
と
を
整
理
す
る
こ
と

を
大
前
提
と
し
て
、
従
来
実
施
し
て
き
た
業
務
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
従
来
の
通
知
を
参
考
と
さ
れ
た
い
。

そ
の
際
、
種
子
法
の
廃
止
を
踏
ま
え
、
民
間
事
業
者
の
育
成
品
種
に
つ
い
て
も
適
正
に
取
り
扱
う
こ
と
や
、
種
子
生
産
に
お
け
る

民
間
事
業
者
と
の
連
携
を
十
分
に
考
慮
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
。

⑶
　
こ
の
よ
う
な
取
組
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
必
要
な
場
合
に
は
、
都
道
府
県
段
階
に
お
け
る
稲
、
麦
類
及
び
大
豆
の
種
子
の
安
定

的
な
供
給
や
民
間
事
業
者
の
参
入
の
促
進
を
行
う
た
め
の
協
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
情
報
の
共
有
、
課
題
の
解
決
策
の

検
討
を
行
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
都
道
府
県
域
を
越
え
た
横
断
的
な
課
題
に
つ
い
て
は
、
国
が
調
整
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

こ
の
平
成
二
九
年
農
水
事
務
次
官
通
知
で
は
、
農
業
競
争
力
強
化
支
援
法
に
お
け
る
民
間
事
業
者
と
の
連
携
と
い
う
側
面
が
強
調
さ
れ

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
民
間
事
業
者
に
よ
る
稲
、
麦
類
及
び
大
豆
の
種
子
生
産
へ
の
参
入
が
進
む
ま
で
の
間
」、
都
道
府

県
は
、
官
民
の
総
力
を
挙
げ
た
種
子
の
供
給
体
制
の
構
築
の
た
め
、
種
子
の
増
殖
に
必
要
な
栽
培
技
術
等
の
種
子
の
生
産
に
係
る
知
見
を

維
持
し
、
そ
れ
を
民
間
事
業
者
に
対
し
て
提
供
す
る
役
割
を
担
う
と
さ
れ
、
民
間
事
業
者
の
育
成
品
種
に
つ
い
て
も
適
正
に
取
り
扱
う
こ

と
や
、
種
子
生
産
に
お
け
る
民
間
事
業
者
と
の
連
携
を
十
分
に
考
慮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
参
議
院
の
附
帯
決
議
と
は
異
な
り
、

都
道
府
県
の
役
割
は
、
都
道
府
県
に
よ
る
公
的
種
子
事
業
か
ら
民
間
事
業
者
に
よ
る
種
子
事
業
へ
の
移
行
の
、
い
わ
ば
「
つ
な
ぎ
」
の
役

（
一
〇
二
四
）

主
要
農
作
物
種
子
条
例
に
つ
い
て
（
髙
槗
）

一
〇
九

割
で
し
か
な
い
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。

⑵

　種
子
条
例
に
基
づ
く
主
要
農
作
物
の
種
子
生
産
体
制

「
日
本
の
種
子
を
守
る
会
」
に
よ
れ
ば
、
平
成
三
〇
年
に
兵
庫
県
（
主
要
農
作
物
種
子
生
産
条
例
）、
新
潟
県
（
主
要
農
作
物
種
子
条
例
）、
埼

玉
県
（
埼
玉
県
主
要
農
作
物
種
子
条
例
）
及
び
山
形
県
（
山
形
県
主
要
農
作
物
種
子
条
例
）、
平
成
三
一
年
・
令
和
元
年
に
富
山
県
（
富
山
県
主
要

農
作
物
種
子
生
産
条
例
）、
北
海
道
（
北
海
道
主
要
農
作
物
等
の
種
子
の
生
産
に
関
す
る
条
例
）、
岐
阜
県
（
岐
阜
県
主
要
農
作
物
種
子
条
例
）、
福
井

県
（
福
井
県
主
要
農
作
物
の
品
種
の
開
発
お
よ
び
種
子
の
生
産
に
関
す
る
条
例
）、
宮
崎
県
（
宮
崎
県
主
要
農
作
物
等
種
子
生
産
条
例
）
及
び
鳥
取
県

（
鳥
取
県
農
作
物
種
子
条
例
）、
令
和
二
年
四
月
施
行
予
定
の
長
野
県
（
長
野
県
主
要
農
作
物
及
び
伝
統
野
菜
等
の
種
子
に
関
す
る
条
例
）、
宮
城
県

（
主
要
農
作
物
種
子
条
例
）
及
び
栃
木
県
（
栃
木
件
奨
励
品
種
の
優
良
な
種
苗
の
安
定
供
給
に
関
す
る
条
例
）
の
計
一
三
の
道
県
が
種
子
法
に
代
わ

る
条
例
を
定
め
て
い
る
（
18
）

（
以
下
、
各
道
県
の
「
種
子
条
例
」
と
い
う
。）。
福
島
県
や
茨
城
県
等
の
よ
う
に
、
条
例
で
は
な
く
、
要
綱
で
対
応
し

て
い
る
県
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

す
で
に
施
行
さ
れ
て
い
る
一
道
九
県
の
種
子
条
例
は
、
道
県
が
原
種
・
原
原
種
の
生
産
を
主
体
的
に
行
う
な
ど
、
種
子
法
に
お
け
る
規

定
と
ほ
ぼ
同
様
の
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。
種
子
法
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
各
種
子
条
例
の
特
徴
を
挙
げ
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①

　条
例
の
対
象
と
な
る
作
物
に
つ
い
て

種
子
法
に
お
け
る
主
要
農
作
物
と
同
一
の
農
作
物
を
対
象
と
す
る
も
の
と
し
て
、
兵
庫
県
、
新
潟
県
、
埼
玉
県
、
山
形
県
、
富
山
県
、

岐
阜
県
、
福
井
県
及
び
鳥
取
県
の
八
県
と
な
っ
て
い
る
。
種
子
法
に
お
け
る
対
象
作
物
と
は
異
な
る
も
の
と
し
て
、
北
海
道
（
稲
、
大
麦
、

小
麦
、
大
豆
、
小
豆
、
え
ん
ど
う
、
い
ん
げ
ん
及
び
そ
ば
）
及
び
宮
崎
県
（
稲
、
大
麦
、
裸
麦
、
小
麦
及
、
大
豆
及
び
そ
ば
）
の
一
道
一
県
と
な
っ

（
一
〇
二
五
）
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て
い
る
。

②

　奨
励
品
種
制
度
等
の
規
定
に
つ
い
て

埼
玉
県
を
除
く
、
他
の
一
道
八
県
で
は
、
種
子
法
で
見
ら
れ
た
奨
励
品
種
制
度
類
似
の
制
度
を
設
け
て
い
る
（
19
）

。
埼
玉
県
の
種
子
条
例
に

は
、
明
示
的
な
規
定
は
置
か
れ
て
い
な
い
。
奨
励
品
種
の
決
定
は
、
埼
玉
県
主
要
農
作
物
種
子
生
産
基
本
要
綱
の
二
条
及
び
三
条
に
よ
っ

て
い
る
。
奨
励
品
種
制
度
が
こ
れ
ま
で
果
た
し
て
き
た
役
割
を
踏
ま
え
、
今
後
と
も
奨
励
品
種
制
度
を
維
持
す
る
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

よ
り
明
確
な
根
拠
規
定
を
条
例
中
に
設
け
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

③

　財
政
措
置
の
規
定
に
つ
い
て

種
子
法
は
、
都
道
府
県
に
よ
る
主
要
農
作
物
の
種
子
生
産
に
当
た
り
、
国
か
ら
の
財
政
措
置
の
根
拠
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
根
拠
が
失

わ
れ
る
こ
と
は
、
生
産
者
等
に
と
っ
て
懸
念
事
項
の
一
つ
と
な
り
え
る
。
条
例
中
に
明
示
的
に
財
政
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
規
定
す
る
も

の
は
、
埼
玉
県
、
山
形
県
、
北
海
道
、
岐
阜
県
、
福
井
県
、
宮
崎
県
及
び
鳥
取
県
の
一
道
六
県
に
の
ぼ
り
、
財
政
的
な
裏
付
け
を
与
え
て

い
る
。

④

　知
的
財
産
権
保
護

埼
玉
県
は
、
在
来
種
の
生
産
及
び
維
持
に
つ
い
て
、
種
子
条
例
五
条
で
「
県
は
、
各
地
域
に
お
い
て
従
来
か
ら
生
産
さ
れ
て
い
る
主
要

農
作
物
の
生
産
及
び
そ
の
維
持
に
協
力
す
る
も
の
と
す
る
」
と
し
、
在
来
種
の
維
持
に
つ
い
て
の
規
定
を
設
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
規

定
は
、
主
要
農
作
物
の
遺
伝
子
情
報
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
重
要
で
あ
ろ
う
。

北
海
道
は
、
種
子
情
報
が
知
的
財
産
に
該
当
す
る
こ
と
か
ら
、
種
子
条
例
一
四
条
に
お
い
て
、「
知
事
は
、
優
良
品
種
に
係
る
知
的
財

産
権
の
適
正
な
保
護
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
品
種
育
成
者
に
対
し
、
情
報
提
供
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
」
と
し
て
、
知

（
一
〇
二
六
）
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て
い
る
。

②

　奨
励
品
種
制
度
等
の
規
定
に
つ
い
て

埼
玉
県
を
除
く
、
他
の
一
道
八
県
で
は
、
種
子
法
で
見
ら
れ
た
奨
励
品
種
制
度
類
似
の
制
度
を
設
け
て
い
る
（
19
）

。
埼
玉
県
の
種
子
条
例
に

は
、
明
示
的
な
規
定
は
置
か
れ
て
い
な
い
。
奨
励
品
種
の
決
定
は
、
埼
玉
県
主
要
農
作
物
種
子
生
産
基
本
要
綱
の
二
条
及
び
三
条
に
よ
っ

て
い
る
。
奨
励
品
種
制
度
が
こ
れ
ま
で
果
た
し
て
き
た
役
割
を
踏
ま
え
、
今
後
と
も
奨
励
品
種
制
度
を
維
持
す
る
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

よ
り
明
確
な
根
拠
規
定
を
条
例
中
に
設
け
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

③

　財
政
措
置
の
規
定
に
つ
い
て

種
子
法
は
、
都
道
府
県
に
よ
る
主
要
農
作
物
の
種
子
生
産
に
当
た
り
、
国
か
ら
の
財
政
措
置
の
根
拠
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
根
拠
が
失

わ
れ
る
こ
と
は
、
生
産
者
等
に
と
っ
て
懸
念
事
項
の
一
つ
と
な
り
え
る
。
条
例
中
に
明
示
的
に
財
政
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
規
定
す
る
も

の
は
、
埼
玉
県
、
山
形
県
、
北
海
道
、
岐
阜
県
、
福
井
県
、
宮
崎
県
及
び
鳥
取
県
の
一
道
六
県
に
の
ぼ
り
、
財
政
的
な
裏
付
け
を
与
え
て

い
る
。

④

　知
的
財
産
権
保
護

埼
玉
県
は
、
在
来
種
の
生
産
及
び
維
持
に
つ
い
て
、
種
子
条
例
五
条
で
「
県
は
、
各
地
域
に
お
い
て
従
来
か
ら
生
産
さ
れ
て
い
る
主
要

農
作
物
の
生
産
及
び
そ
の
維
持
に
協
力
す
る
も
の
と
す
る
」
と
し
、
在
来
種
の
維
持
に
つ
い
て
の
規
定
を
設
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
規

定
は
、
主
要
農
作
物
の
遺
伝
子
情
報
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
重
要
で
あ
ろ
う
。

北
海
道
は
、
種
子
情
報
が
知
的
財
産
に
該
当
す
る
こ
と
か
ら
、
種
子
条
例
一
四
条
に
お
い
て
、「
知
事
は
、
優
良
品
種
に
係
る
知
的
財

産
権
の
適
正
な
保
護
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
品
種
育
成
者
に
対
し
、
情
報
提
供
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
」
と
し
て
、
知

（
一
〇
二
六
）

主
要
農
作
物
種
子
条
例
に
つ
い
て
（
髙
槗
）

一
一
一

的
財
産
権
の
保
護
を
図
っ
て
い
る
。

⑤

　そ
の
他

従
来
、
種
子
法
の
関
連
規
定
で
あ
る
主
要
農
作
物
種
子
制
度
運
用
基
本
要
綱
に
基
づ
き
策
定
さ
れ
て
い
た
、
主
要
農
作
物
種
子
計
画
に

つ
い
て
は
、
種
子
法
廃
止
に
伴
い
、
一
道
九
県
す
べ
て
の
種
子
条
例
中
に
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。

以
上
、
施
行
済
み
の
一
道
九
県
に
お
け
る
種
子
条
例
の
特
徴
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
種
子
条
例
を
概
観
す
る
と
、
そ
の
組
み

立
て
は
、
概
ね
、
種
子
法
の
枠
組
み
を
踏
襲
し
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
都
道
府
県
が
主
要
農
作
物
等
の
種
子
生
産
に
お
い
て
は
、

主
要
な
役
割
を
果
た
す
主
体
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
種
子
法
に
基
づ
き
運
用
さ
れ
て
い
た
奨
励
品
種
制
度
に
つ
い

て
は
、
明
示
的
に
は
一
道
八
県
が
、
種
子
条
例
中
に
規
定
を
設
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
る
と
、「
主
要
農
作
物
種
子
法
の
廃
止
に
つ
い

て
〜
よ
く
あ
る
ご
質
問
〜
」
に
対
す
る
農
林
水
産
省
の
「
種
子
法
廃
止
の
考
え
方
に
沿
う
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
の
回
答
に

は
、
改
正
の
背
景
も
あ
わ
せ
考
え
る
と
疑
問
符
が
つ
く
も
の
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
民
間
事
業
者
と
の
連
携
を
強
く
求
め
る
農

業
競
争
力
強
化
支
援
法
の
下
で
、
従
来
と
同
様
の
主
要
農
作
物
種
子
生
産
の
体
制
を
都
道
府
県
が
今
後
も
維
持
し
て
い
け
る
の
か
は
、
不

分
明
で
あ
る
。

都
道
府
県
は
、
種
子
法
廃
止
後
は
、
種
苗
法
に
則
し
た
種
子
生
産
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
点
で
、
特
に
注
目
に
値
す
る

の
が
、
北
海
道
の
種
子
条
例
で
あ
る
。
右
記
①
で
述
べ
た
よ
う
に
、
北
海
道
種
子
条
例
の
対
象
は
、
種
子
法
に
お
け
る
主
要
農
作
物
か
ら
、

主
に
中
国
・
九
州
地
方
で
生
産
さ
れ
る
は
だ
か
麦
を
除
い
た
上
で
、
小
豆
、
え
ん
ど
う
、
い
ん
げ
ん
及
び
そ
ば
を
新
た
に
加
え
、
北
海
道

に
お
け
る
生
産
に
適
し
た
も
の
に
特
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
右
記
④
に
あ
る
よ
う
に
、
北
海
道
種
子
条
例
一
四
条
は
、「
知
事
は
、
優
良

品
種
に
係
る
知
的
財
産
権
の
適
正
な
保
護
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
品
種
育
成
者
に
対
し
、
情
報
提
供
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と

（
一
〇
二
七
）
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す
る
。」
と
明
示
的
に
規
定
し
、
知
的
財
産
権
保
護
を
図
っ
て
い
る
。
地
域
に
適
し
た
農
産
物
の
種
子
を
残
し
、
そ
れ
を
知
的
財
産
権
を

通
じ
て
保
護
し
て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
も
垣
間
見
え
る
、
こ
の
北
海
道
種
子
条
例
の
規
定
の
あ
り
方
は
、
今
後
、
知
的
財
産
権
の
保
護
が

求
め
ら
れ
る
種
苗
法
下
で
の
種
子
生
産
に
お
い
て
、
他
の
都
府
県
に
お
い
て
も
参
考
と
す
べ
き
も
の
と
言
え
よ
う
。

種
子
条
例
の
対
象
農
産
物
を
、
種
子
法
に
お
け
る
主
要
農
産
物
よ
り
広
げ
る
規
定
の
仕
方
は
、
宮
崎
県
種
子
条
例
に
お
い
て
も
行
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
種
子
条
例
に
お
い
て
、
地
域
の
特
性
に
配
慮
し
て
い
く
姿
勢
は
、
種
子
法
廃
止
の
理
念
に
沿
っ
た
も
の
と
い
う
こ

と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
埼
玉
県
種
子
条
例
は
、
対
象
農
産
物
に
つ
い
て
は
種
子
法
の
主
要
農
産
物
と
同
様
で
あ
る
が
、
右
記
④
で
指
摘

し
た
よ
う
に
、
在
来
種
の
生
産
・
維
持
に
言
及
し
て
い
る
点
は
評
価
で
き
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
各
都
道
府
県
は
、
今
後
、
種
苗
法
、
農

業
競
争
力
強
化
支
援
法
を
前
提
と
し
た
、
主
要
農
産
物
の
種
子
生
産
の
体
制
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
条
例
等
の
整

備
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

五
　
結
び
に
か
え
て

種
子
法
廃
止
及
び
そ
の
後
の
種
子
条
例
を
こ
こ
ま
で
概
観
し
て
き
た
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
種
子
法
廃
止
が
意
図
し
た
状
況
に
は
未

だ
達
し
て
い
な
い
感
が
あ
る
の
は
否
定
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
都
道
府
県
に
よ
る
公
的
種
子
事
業
の
あ
り
方
は
、
今
後
も
検
討
を
加

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
種
子
を
め
ぐ
っ
て
は
、
例
え
ば
、
農
地
に
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
の
種
子

が
混
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
米
モ
ン
サ
ン
ト
社
か
ら
巨
額
の
損
害
賠
償
を
求
め
ら
れ
た
シ
ュ
マ
イ
ザ
ー
事
件
（
20
）

に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
知

的
財
産
権
が
尊
重
さ
れ
る
現
代
に
あ
っ
て
、
肥
大
化
す
る
種
子
産
業
と
の
距
離
を
ど
の
よ
う
に
保
つ
べ
き
か
、
自
分
た
ち
の
食
料
主
権
を

（
一
〇
二
八
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
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す
る
。」
と
明
示
的
に
規
定
し
、
知
的
財
産
権
保
護
を
図
っ
て
い
る
。
地
域
に
適
し
た
農
産
物
の
種
子
を
残
し
、
そ
れ
を
知
的
財
産
権
を

通
じ
て
保
護
し
て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
も
垣
間
見
え
る
、
こ
の
北
海
道
種
子
条
例
の
規
定
の
あ
り
方
は
、
今
後
、
知
的
財
産
権
の
保
護
が

求
め
ら
れ
る
種
苗
法
下
で
の
種
子
生
産
に
お
い
て
、
他
の
都
府
県
に
お
い
て
も
参
考
と
す
べ
き
も
の
と
言
え
よ
う
。

種
子
条
例
の
対
象
農
産
物
を
、
種
子
法
に
お
け
る
主
要
農
産
物
よ
り
広
げ
る
規
定
の
仕
方
は
、
宮
崎
県
種
子
条
例
に
お
い
て
も
行
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
種
子
条
例
に
お
い
て
、
地
域
の
特
性
に
配
慮
し
て
い
く
姿
勢
は
、
種
子
法
廃
止
の
理
念
に
沿
っ
た
も
の
と
い
う
こ

と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
埼
玉
県
種
子
条
例
は
、
対
象
農
産
物
に
つ
い
て
は
種
子
法
の
主
要
農
産
物
と
同
様
で
あ
る
が
、
右
記
④
で
指
摘

し
た
よ
う
に
、
在
来
種
の
生
産
・
維
持
に
言
及
し
て
い
る
点
は
評
価
で
き
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
各
都
道
府
県
は
、
今
後
、
種
苗
法
、
農

業
競
争
力
強
化
支
援
法
を
前
提
と
し
た
、
主
要
農
産
物
の
種
子
生
産
の
体
制
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
条
例
等
の
整

備
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

五
　
結
び
に
か
え
て

種
子
法
廃
止
及
び
そ
の
後
の
種
子
条
例
を
こ
こ
ま
で
概
観
し
て
き
た
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
種
子
法
廃
止
が
意
図
し
た
状
況
に
は
未

だ
達
し
て
い
な
い
感
が
あ
る
の
は
否
定
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
都
道
府
県
に
よ
る
公
的
種
子
事
業
の
あ
り
方
は
、
今
後
も
検
討
を
加

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
種
子
を
め
ぐ
っ
て
は
、
例
え
ば
、
農
地
に
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
の
種
子

が
混
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
米
モ
ン
サ
ン
ト
社
か
ら
巨
額
の
損
害
賠
償
を
求
め
ら
れ
た
シ
ュ
マ
イ
ザ
ー
事
件
（
20
）

に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
知

的
財
産
権
が
尊
重
さ
れ
る
現
代
に
あ
っ
て
、
肥
大
化
す
る
種
子
産
業
と
の
距
離
を
ど
の
よ
う
に
保
つ
べ
き
か
、
自
分
た
ち
の
食
料
主
権
を

（
一
〇
二
八
）

主
要
農
作
物
種
子
条
例
に
つ
い
て
（
髙
槗
）

一
一
三

い
か
に
保
つ
べ
き
か
等
々
、
様
々
な
問
題
と
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ヴ
ァ
ン
ダ
ナ
・
シ
ー
ヴ
ァ
等
に
よ
り
早
く
か
ら
問
題
提
起
さ
れ
て
き
た
種
子
と
の
関
係
（
21
）

を
、
私
た
ち
日
本
人
も
今
一
度
考
え
る
時
期
に

さ
し
か
か
っ
て
き
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

注（
1
） 

参
照
、
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w

.m
aff.go.jp/j/seisan/ryutu/info/171116.htm

l

）
令
和
元
年
一
〇
月
三
〇
日
閲
覧
。

（
2
） 

主
要
農
作
物
の
優
良
品
種
を
決
定
す
る
た
め
の
試
験
に
は
、
次
の
よ
う
に
長
い
時
間
を
要
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。「
品
種
改
良
の
終
盤
で
、

優
良
品
種
候
補
と
な
っ
た
「
有
望
系
統
」
を
栽
培
が
見
込
ま
れ
る
地
域
に
お
い
て
前
も
っ
て
能
力
評
価
す
る
二
つ
の
試
験
が
あ
り
ま
す
。

ひ
と
つ
目
は
奨
励
品
種
決
定
基
本
調
査
、
も
う
ひ
と
つ
は
奨
励
品
種
決
定
現
地
調
査
で
す
。
基
本
調
査
は
育
成
場
以
外
の
各
地
域
の
農
業
試
験
場

で
三
年
以
上
実
施
さ
れ
ま
す
。
現
地
調
査
は
、
さ
ら
に
広
い
地
域
の
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
と
試
験
ほ
場
を
提
供
す
る
農
家
や
地
域
農
業
技
術
セ

ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
の
協
力
を
得
て
二
年
以
上
実
施
し
ま
す
。」（
田
中
義
則
「
種
子
法
が
果
た
し
て
き
た
役
割
と
廃
止
後
の
課
題
」
荒
谷
明
子
他
『
種
子

法
廃
止
と
北
海
道
の
食
と
農
地
域
で
支
え
合
う
農
業
─
Ｃ
Ｓ
Ａ
の
可
能
性
』（
寿
郎
社
、
平
成
三
〇
年
）
六
四
頁
。

（
3
） 

一
般
社
団
法
人
農
村
漁
村
文
化
協
会
編
『
種
子
法
廃
止
で
ど
う
な
る
？
種
子
と
品
種
の
歴
史
と
未
来
』（
一
般
社
団
法
人
農
村
漁
村
文
化
協
会
、

平
成
三
〇
年
）
二
七
頁
。

（
4
） 

田
井
勝
「
主
要
農
作
物
種
子
法
と
は
」
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
差
止
違
憲
訴
訟
の
会
・
弁
護
団
編
『
消
さ
れ
た
「
種
子
法
」』（
か
も
が
わ
出
版
、
令
和
元

年
）
一
七
〜
一
八
頁
。

（
5
） 

印
鑰
智
哉
「
種
子
を
め
ぐ
る
世
界
と
日
本
の
状
況
」
小
規
模
・
家
族
農
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｓ
Ｆ
Ｆ
Ｎ
Ｊ
）
編
『
よ
く
わ
か
る
国

連
「
家
族
農
業
の
10
年
」
と
「
小
農
の
権
利
宣
言
」』（
一
般
社
団
法
人
農
村
漁
村
文
化
協
会
、
平
成
三
一
年
）
六
二
頁
。

（
6
） 

岡
本
よ
り
た
か
『
種
は
誰
の
も
の
か
？
』（
キ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
、
平
成
三
〇
年
）
一
六
七
頁
〜
一
六
八
頁
。

（
7
） 

種
子
法
廃
止
の
経
緯
及
び
問
題
点
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
久
野
秀
二
「
主
要
農
作
物
種
子
法
廃
止
の
経
緯
と
問
題
点
─
公
的
種
子
事
業
の
役
割

（
一
〇
二
九
）
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四
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（
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〇
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〇
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一
一
四

を
改
め
て
考
え
る
─
」
京
都
大
学
経
済
学
研
究
科
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
シ
リ
ー
ズN

o.J-17-001

、
一
般
社
団
法
人
農
村
漁
村
文
化
協
会

編
『
種
子
法
廃
止
で
ど
う
な
る
？
種
子
と
品
種
の
歴
史
と
未
来
』（
一
般
社
団
法
人
農
村
漁
村
文
化
協
会
、
平
成
三
〇
年
）
が
詳
し
い
。

（
8
） 
参
照
、
首
相
官
邸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w

.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/m
iraitoshikaigi/suishinkaigo_dai3/siryou1.pdf 

）
令

和
元
年
一
〇
月
三
〇
日
閲
覧
。

（
9
） 

参
照
、
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w

.m
aff.go.jp/j/kanbo/nougyo_kyousou_ryoku/attach/pdf/index-1.pdf

）
令
和
元

年
一
〇
月
三
〇
日
閲
覧
。

（
10
） 

参
照
、
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w

.m
aff.go.jp/j/law

/bill/193/attach/pdf/index-13.pdf

）
令
和
元
年
一
〇
月
三
〇
日

閲
覧
。

（
11
） 

参
照
、
第
一
九
三
回
国
会
平
成
二
九
年
三
月
八
日
開
催
衆
議
院
農
林
水
産
委
員
会
議
事
録
。

（
12
） 

参
照
、
第
一
九
三
回
国
会
平
成
二
九
年
三
月
二
三
日
開
催
衆
議
院
農
林
水
産
委
員
会
議
事
録
。

（
13
） 

参
照
、
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w

.m
aff.go.jp/j/seisan/ryutu/info/attach/pdf/171116-19.pdf

）
令
和
元
年
一
〇
月

三
〇
日
閲
覧
。

（
14
） 

國
井
義
郎
「
種
子
法
廃
止
と
種
苗
法
」
名
古
屋
学
院
大
学
論
集
社
会
科
学
篇
第
五
四
巻
第
四
号
七
四
頁
。

（
15
） 

岡
本
よ
り
た
か
『
種
は
誰
の
も
の
か
？
』（
キ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
、
平
成
三
〇
年
）
一
七
四
頁
。

（
16
） 

第
一
九
三
回
国
会
参
議
院
平
成
二
九
年
四
月
一
三
日
開
催
農
林
水
産
委
員
会
に
お
い
て
進
藤
金
日
子
委
員
は
、「
種
子
法
の
廃
止
に
よ
り
種
子

に
関
す
る
知
的
財
産
権
の
公
的
保
護
が
仮
に
、
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
不
安
に
対
し
て
、
な
く
な
っ
た
と
し
て
、

農
業
競
争
力
強
化
支
援
法
案
に
お
け
る
民
間
事
業
者
へ
の
情
報
提
供
に
よ
っ
て
外
資
系
企
業
に
我
が
国
が
長
年
蓄
積
し
て
き
た
種
子
情
報
が
流
出
し

て
、
結
果
的
に
種
子
メ
ジ
ャ
ー
等
に
我
が
国
の
主
要
農
産
物
の
種
子
が
席
巻
さ
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
の
質
問
を
行
っ
て
い
る
。

（
17
）
参
照
、
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
前
掲
注（
13
）。

（
18
） 

参
照
、
日
本
の
種
子
を
守
る
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w

.taneom
am

orukai.com
/

）
令
和
元
年
一
〇
月
三
〇
閲
覧
。

（
19
） 

た
だ
し
、
そ
の
規
定
の
仕
方
は
、
条
例
ご
と
に
異
な
る
。
兵
庫
県
「
知
事
は
、
主
要
農
作
物
の
種
類
ご
と
に
、
県
が
特
に
品
質
を
管
理
し
、
か

（
一
〇
三
〇
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

一
一
四

を
改
め
て
考
え
る
─
」
京
都
大
学
経
済
学
研
究
科
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
シ
リ
ー
ズN

o.J-17-001

、
一
般
社
団
法
人
農
村
漁
村
文
化
協
会

編
『
種
子
法
廃
止
で
ど
う
な
る
？
種
子
と
品
種
の
歴
史
と
未
来
』（
一
般
社
団
法
人
農
村
漁
村
文
化
協
会
、
平
成
三
〇
年
）
が
詳
し
い
。

（
8
） 

参
照
、
首
相
官
邸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w

.kantei.go.jp/jp/singi/keizaisaisei/m
iraitoshikaigi/suishinkaigo_dai3/siryou1.pdf 

）
令

和
元
年
一
〇
月
三
〇
日
閲
覧
。

（
9
） 

参
照
、
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w

.m
aff.go.jp/j/kanbo/nougyo_kyousou_ryoku/attach/pdf/index-1.pdf

）
令
和
元

年
一
〇
月
三
〇
日
閲
覧
。

（
10
） 

参
照
、
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w

.m
aff.go.jp/j/law

/bill/193/attach/pdf/index-13.pdf

）
令
和
元
年
一
〇
月
三
〇
日

閲
覧
。

（
11
） 

参
照
、
第
一
九
三
回
国
会
平
成
二
九
年
三
月
八
日
開
催
衆
議
院
農
林
水
産
委
員
会
議
事
録
。

（
12
） 

参
照
、
第
一
九
三
回
国
会
平
成
二
九
年
三
月
二
三
日
開
催
衆
議
院
農
林
水
産
委
員
会
議
事
録
。

（
13
） 

参
照
、
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w

.m
aff.go.jp/j/seisan/ryutu/info/attach/pdf/171116-19.pdf

）
令
和
元
年
一
〇
月

三
〇
日
閲
覧
。

（
14
） 

國
井
義
郎
「
種
子
法
廃
止
と
種
苗
法
」
名
古
屋
学
院
大
学
論
集
社
会
科
学
篇
第
五
四
巻
第
四
号
七
四
頁
。

（
15
） 

岡
本
よ
り
た
か
『
種
は
誰
の
も
の
か
？
』（
キ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
、
平
成
三
〇
年
）
一
七
四
頁
。

（
16
） 

第
一
九
三
回
国
会
参
議
院
平
成
二
九
年
四
月
一
三
日
開
催
農
林
水
産
委
員
会
に
お
い
て
進
藤
金
日
子
委
員
は
、「
種
子
法
の
廃
止
に
よ
り
種
子

に
関
す
る
知
的
財
産
権
の
公
的
保
護
が
仮
に
、
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
不
安
に
対
し
て
、
な
く
な
っ
た
と
し
て
、

農
業
競
争
力
強
化
支
援
法
案
に
お
け
る
民
間
事
業
者
へ
の
情
報
提
供
に
よ
っ
て
外
資
系
企
業
に
我
が
国
が
長
年
蓄
積
し
て
き
た
種
子
情
報
が
流
出
し

て
、
結
果
的
に
種
子
メ
ジ
ャ
ー
等
に
我
が
国
の
主
要
農
産
物
の
種
子
が
席
巻
さ
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
の
質
問
を
行
っ
て
い
る
。

（
17
）
参
照
、
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
前
掲
注（
13
）。

（
18
） 

参
照
、
日
本
の
種
子
を
守
る
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w

.taneom
am

orukai.com
/

）
令
和
元
年
一
〇
月
三
〇
閲
覧
。

（
19
） 

た
だ
し
、
そ
の
規
定
の
仕
方
は
、
条
例
ご
と
に
異
な
る
。
兵
庫
県
「
知
事
は
、
主
要
農
作
物
の
種
類
ご
と
に
、
県
が
特
に
品
質
を
管
理
し
、
か

（
一
〇
三
〇
）

主
要
農
作
物
種
子
条
例
に
つ
い
て
（
髙
槗
）

一
一
五

つ
、
安
定
的
な
生
産
の
確
保
を
図
る
必
要
が
あ
る
品
種
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。」（
二
条
一
項
）、
新
潟
県
「
知
事
は
、
県
内
に
普
及
す
べ
き
主

要
農
作
物
の
優
良
な
品
種
を
選
定
す
る
た
め
の
調
査
を
行
う
も
の
と
す
る
。」（
一
二
条
）、
山
形
県
「
前
項
の
規
定
に
よ
る
県
内
に
普
及
す
べ
き
主

要
農
作
物
の
優
良
な
品
種
の
決
定
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
定
め
る
。」（
九
条
二
項
）、
富
山
県
「
知
事
は
、
県
が
普
及
す
べ
き
主
要
農
作

物
の
優
良
な
品
種
を
決
定
す
る
た
め
の
試
験
を
行
う
も
の
と
す
る
。」（
九
条
）、
北
海
道
「
知
事
は
、
収
量
、
品
質
そ
の
他
の
栽
培
上
又
は
利
用
上

の
特
性
が
優
良
な
も
の
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
知
事
が
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
と
認
め
ら
れ
る
主
要
農
作
物
等
の
品
種
を
優
良
品
種
と
し
て
認
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
。」（
八
条
一
項
）、
岐
阜
県
「
第
四
条
県
は
、
県
内
に
お
け
る
生
産
を
奨
励
す
べ
き
主
要
農
作
物
の
優
良
な
品
種
（
以
下
「
奨

励
品
種
」
と
い
う
。）
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。
２
　
県
は
、
奨
励
品
種
を
決
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
必
要
な
試
験
等
を
行
う
も
の
と
す
る
。」

（
四
条
）、
福
井
県
「
知
事
は
、
安
定
的
な
生
産
お
よ
び
普
及
を
図
る
必
要
が
あ
る
主
要
農
作
物
の
優
良
な
品
種
を
決
定
す
る
た
め
の
試
験
を
行
う
も

の
と
す
る
。」（
四
条
）、
宮
崎
県
「
知
事
は
、
優
良
な
種
子
を
計
画
的
に
生
産
す
る
た
め
、
主
要
農
作
物
等
の
優
良
な
品
種
を
選
定
す
る
た
め
の
試

験
を
行
う
」（
六
条
一
項
）、
鳥
取
県
「
知
事
は
、
特
定
農
作
物
の
品
種
の
う
ち
、
本
県
に
お
い
て
普
及
す
べ
き
優
良
な
品
種
（
以
下
「
奨
励
品
種
」

と
い
う
。）
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。
２
　
県
は
、
農
業
に
関
す
る
試
験
及
び
研
究
を
行
う
県
の
機
関
（
以
下
「
試
験
場
」
と
い
う
。）
に
お
い
て
、

前
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
を
行
う
た
め
に
必
要
な
試
験
を
行
う
も
の
と
す
る
。」（
三
条
）
等
で
あ
る
。

（
20
） M

onsanto C
anada Inc. v. S

chm
eiser, 

［2004
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 34.

（
21
） V
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iopiracy: T
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e P
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n
d
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